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民生費

1,021億1,886万円

50.8%

衛生費

230億7,107万円
11.5%

教育費

189億8,655万円

9.5%

総務費

180億8,087万円

9.0%

土木費

158億5,761万円

7.9%

公債費

128億308万円

6.4%

消防費

69億4,457万円
3.4%

商工費

15億4,887万円

0.8%
その他

14億8,852万円

0.7%

歳出2,009億円

（1,971億円）

市税

898億5,905万円

44.7%

国庫支出金

377億5,914万円

18.8%

都支出金

270億8,759万円

13.5%

市債

139億3,890万円

6.9%

地方消費税交付金

110億2,694万円

5.5%

地方交付税

47億6,000万円

2.4%

使用料及び手数料

45億1,302万円

2.2%

繰入金

28億760万円

1.4%

その他

91億4,776万円

4.6%

歳入2,009億円

（1,971億円）

 

平成３０年度 予算(案)の概要 

 

 

１ 予算規模 

 
一般会計予算規模 2,009 億円（1,971 億円 1.9％） 

（ ）は前年度当初予算額 増減率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

予算総額 3,986 億円（4,080 億円 △2.3％） 

 

 

区　　分 増減率

一般会計 2,009億 円 1,971億 円 38億 円 1.9%

特別会計 1,976億 5,177万円 2,108億 7,612万円 △132億 2,435万円 △6.3%

合　　計 3,985億 5,177万円 4,079億 7,612万円 △94億 2,435万円 △2.3%

平成30年度
（2018年度）

平成29年度
（2017年度）

前年度比

歳 入 

1,900 億円 

(1,867 億円) 
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２ 歳入〔一般会計〕  

科　　目 増減率 主な増減の理由

市 税 898億 5,905万円 △ 8,503万円 △0.1%
徴収努力による滞納繰越調定額の
減など

地方消費税交付金 110億 2,694万円 △16億 4,770万円 △13.0％
税制改正に伴う清算基準の見直し
による減

国 庫 支 出 金 377億 5,914万円 18億 7,292万円 5.2% 戸吹清掃工場延命化対策の増など

都 支 出 金 270億 8,759万円 4億 232万円 1.5%
市町村総合交付金、障害者自立
支援給付の増など

市 債 139億 3,890万円 20億 3,240万円 17.1%
清掃施設の整備、給食センター
整備、いずみの森小中学校整備の
増など

予算額 前年度比

 
 

 

３ 歳出〔一般会計〕 

科　　目 増減率 主な増減の理由

総 務 費 180億 8,087万円 11億 1,999万円 6.6%
「公共施設整備保全基金」への
積立による増など

衛 生 費 230億 7,107万円 12億 8,349万円 5.9% 戸吹清掃工場延命化対策の増など

土 木 費 158億 5,761万円 4,328万円 0.3%
川口土地区画整理、マルベリー
ブリッジの延伸の増など

教 育 費 189億 8,655万円 19億 9,132万円 11.7%
給食センター整備、いずみの森
小中学校整備の増など

予算額 前年度比

 

 

 

４ 市債の状況 

1,999億 179万円 1,979億 2,692万円 △19億 7,487万円

30年度（2018年度）末
現債額

29年度（2017年度）末
現債額

増減
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教育・子育て等に関連する新規・拡充事業

NO. 事業名
区

分
内容（事業費） 所管課

1 給食センターの整備 新

【給食センターの整備】　（839,000千円）
　市内７か所程度に「給食センター」を整備し、温かい中学校給食を全校で実施
する。平成３０年度は実施設計を行うとともに、２か所の建設工事に着手する。
　
       建設地 　  ２か所（叶谷町、南大沢三丁目の市有地）

学校教育部
保健給食課

2 部活動の推進 新

【部活動指導員の配置】　（4,813千円）
　教員の負担を軽減するとともに、部活動の更なる充実を図るため、教員に代わ
り部活動指導や大会への引率にあたる部活動指導員を新たに配置する。

　　　配置校　　４校（４人）

学校教育部

指導課

3
スクール・サポート・
スタッフ配置

新

【スクール・サポート・スタッフ配置】　（123,585千円）
　教員の負担軽減を図り、教員がより児童・生徒への指導や教材研究等に注力
できる体制を整備するため、全小・中学校にスクール・サポート・スタッフを新た
に配置する。

　　　配置校　　小学校69校
　　　　　　　 　　中学校38校

学校教育部
教職員課

充

【アシスタントティーチャーの配置】　（41,364千円）
　児童・生徒の学力向上を図るため、アシスタントティーチャーの増員による習
熟度別学習指導を実施する。

　アシスタントティーチャー賃金　30人→33人

充

【土曜日及び放課後等の学習支援】　（10,630千円）
　児童・生徒の学力向上を図るため、教員とボランティアによる土曜日及び放課
後の補習を実施する。
　
学習指導等協力者謝礼
　土曜日　　30校→32校
　放課後　　72校→79校

5 情報教育の基盤整備 -

【教育用コンピュータ等賃貸借料等】
　平成21年度に導入した学習用パソコンの更新にあわせ、校内通信ネットワー
ク環境を向上させるため、学校の通信ネットワーク機器を更新する。

学校教育部
教育総務課

6 次世代育成支援 -

【赤ちゃんふれあい事業】
　中学生に赤ちゃんやその家族とふれあう体験を通じて、「命の尊さ」や「家族の
絆の大切さ」及び「子育ての喜び」を学んでもらうため、「赤ちゃんふれあい事
業」を市内の全中学校に拡大し実施する。

子ども家庭部

子どものしあわせ課

充

【学童保育所施設整備】　（172,663千円）
　待機児童を解消するため、児童数が増加している地域3か所に学童保育所を
新たに整備するとともに、恩方東学童保育所の移設整備を行う。

充
【学童保育所待機児童の居場所対策】　（24,216千円）
　学童保育所の待機児童（小学校1～3年生）を対象に、小学校の教室を利用し
て放課後及び夏休み等の安全で安心な居場所を提供する。

区分　新：新規事業　充：拡充事業

4 学力向上
学校教育部

指導課

学童保育所の管理運営7
子ども家庭部
児童青少年課
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教育・子育て等に関連する新規・拡充事業

NO. 事業名
区

分
内容（事業費） 所管課

8 放課後子ども教室 充

【放課後子ども教室】　（169,959千円）
　地域の方々との協働により、小学校の施設を活用し、子どもたちに放課後、夏
休み等の安全で安心な居場所を提供する放課後子ども教室について、週5日
実施校を35校に拡大するなど、放課後の居場所づくりを学童保育所との連携に
より一体的に推進する。

生涯学習スポーツ部
生涯学習政策課

9
スポーツ・レクリエーション
の推進

充

【東京２０２０大会に向けた普及啓発】　（4,874千円）
　市制100周年記念事業として、平成29年8月19日に開催した「スポーツ推進
フォーラム」において、パネリストとして参加した中学生からの提言をもとに、オリ
ンピアンやプロスポーツ選手によるスポーツ体験イベントを開催する。

生涯学習スポーツ部
スポーツ振興課

10 歴史を活かした魅力の発信 新

【歴史文化基本構想の策定等】　（22,889千円）
　市内の文化財を的確に把握し、文化財の保存・活用を行うため、文化財行政
のマスタープランとなる「歴史文化基本構想」の策定を行う。また、本市固有の
魅力ある歴史・文化財を物産・観光と結びつけ、地域の魅力を発信するための
「日本遺産」認定に向けた準備を進める。

生涯学習スポーツ部
文化財課

11 読書のまち八王子の推進 充

【地区図書室の図書館化】　（22,684千円）
　図書館から離れた地域の利用者の読書環境向上のため、恩方市民センター
の地区図書室を図書館として整備する。

図書館部
中央図書館

12 図書館システム管理運営 -

【図書館システムの再構築】
　老朽化した図書館システムの更新にあわせ、新たなサービスを追加するととも
に、現在システム化されていない学校図書館と連携するネットワークを構築す
る。

図書館部
中央図書館

区分　新：新規事業　充：拡充事業

 


